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2
月
25
日
に
、
海
田
町
と
安
芸

区
合
同
主
催
の
「
西
国
街
道
を
歩

こ
う
（
海
田
編
）」
が
開
催
さ
れ
、

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
ら
56
人
が
歩

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
3
組
に
分

か
れ
、
約
3
時
間
30
分
か
け
て
10

箇
所
以
上
の
地
点
を
巡
り
ま
し
た
。
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株
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出
発
地
点
は
、
安
芸
中
野
駅
近

く
の
中
野
第
2
公
園
。
準
備
体
操

の
後
、
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
か
ら
海

田
町
や
西
国
街
道
に
関
す
る
話
を

聞
い
て
、
い
ざ
出
発
！

　
巡
っ
た
箇
所
は
、
三
十
六
歌
仙

の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
熊
野

神
社
や
広
島
県
指
定
重
要
文
化
財

の
旧
千
葉
家
住
宅
、
国
の
有
形
登

録
文
化
財
で
あ
る
三
宅
家
住
宅
な

ど
。

　
熊
野
神
社
で
は
、「
こ
こ
に
は

広
島
藩
の
御
用
絵
師
、
山
野
峻
峰

斎
の
筆
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
絵
馬

が
奉
納
さ
れ
て
い
て
、
今
も
幣
殿

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
い
う
話
を
聞
き
、
三
宅
家
住
宅

前
で
は
、
街
道
を
振
り
返
り
、「
道

は
直
線
で
は
な
く
、
一
定
距
離
ご

と
に
カ
ク
カ
ク
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。
一
説
に
は
、
参
勤
交
代
の
際

に
、
街
道
の
人
々
が
視
界
か
ら
早

く
隠
れ
る
よ
う
に
と
の
工
夫
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
」
な
ど
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
「
そ
う
な
ん
だ
」「
知
ら
な
か
っ

た
な
」
と
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い

た
り
、
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
質

問
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
は
、
海
田
市
駅
。

　
西
国
街
道
を
歩
い
て
、
む
か
し

の
人
の
暮
ら
し
や
気
持
ち
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
一
時
で
し
た
。

▲三宅家住宅（国の有形登録文化財）の前を
歩く参加者の皆さん

ふるさと館　の裏手にある、　　樹齢数百年の「海田観音免のクスノキ」を仰ぎ見る皆さん

江戸時代、瀬野川沿いに

　植えられた「出迎えの松」
　を眺める皆さん

      「昔はこの道で流鏑馬が行われていたんですよ」など、
   ガイドの人の話を聞く皆さん

    （場所は春日神社内）
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西国街道を
歩こう

（海田編）


